
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※
会
員
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
通
常
総

　

会
、
一
般
の
方
は
午
後
２
時
か
ら
の

　

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
４
年
６
月
19
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時　

通
常
総
会

午
後
２
時
10
分
～
４
時
30
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般�
三
千
円　

学
生�

一
千
円

講
演

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

　
　
　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

講
演
者（
平
田
進
一
郎
）が
、
１
９
８

４
年
に
初
め
て
体
験
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実
を
、
映
像
と

解
説
を
交
え
て
、
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

欧
米
で
は
、Faith�H

ealing�

と
も

呼
ば
れ
る
霊
性
レ
ベ
ル
の
治
癒
は
、
後

に
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、「
全
体
的

な
」
と
い
う
語
源
か
ら
、
医
学
、
栄
養

学
を
は
じ
め
、
人
の
健
康
は
、「
心
、

霊
、
体
」の
全
て
を
総
活
的
な
観
点
で
、

い
わ
ば
「
物
心
両
面
の
調
和
」
を
目
指

す
こ
と
を
重
要
視
す
る
健
康
概
念
の
こ

と
で
す
。

「
霊
性
（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）
と
は
、
何

か
？
精
神
と
物
質
は
、
つ
な
が
っ
て
い

る
科
学
的
根
拠
。
癒
し
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
。
治
癒
を
促
す
た
め
の
感
情
状
態
の

決
め
手
。
プ
ラ
シ
ー
ボ
と
ノ
ー
シ
ー
ボ

が
生
体
に
影
響
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
等
、

科
学
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
融
合

さ
せ
た
言
葉
で
、
お
話
し
致
し
ま
す
。

※
平
田
進
一
郎
氏
は
米
国
、
英
国
で
は

公
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
「
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を
米
国
で
学
び
、

博
士
号
も
取
ら
れ
て
、
栄
養
学
も
含
め

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
広
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
サ
イ
科
学
と
も
関
係

す
る
貴
重
な
御
講
演
と
な
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
知
人
を
お

誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
平
田
進
一
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Ph.D
.

（
理
学
博
士
）。
平
田
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
教
育
財
団
理
事
長
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
・
オ

ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
校
長
。
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今
月
号
の
記
事

◎
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の
お
知

　

ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ
と
募
集

◎
十
月
第
30
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
５
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
46
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
２
年
９
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
六
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
六
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
Ⅲ
（
サ
イ
の

　

広
場
第
１
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎�「
念
写
」の
方
法
に
よ
る「
意
識
の　

物
質
化
」

◎�「
サ
イ
科
学
（
会
）
と
の
出
会
い
」　

を
振
り
返
っ
て
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１
９
６
０
年
、
東
京
都
生
れ
。
米
国

ペ
ッ
パ
ー
ダ
イ
ン
大
学
に
て
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
学
専
攻
。Foundation�of�

International�Spiritual�Center

（
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
施
設
）
に
渡
航
し
、
心
霊

体
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
概

念
と
メ
ソ
ッ
ド
を
学
ぶ
。
米
国
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｔ

で
修
士
。
博
士
号
取
得
。
２
０
０
３
年

か
ら
米
国T

ransform
ation

酵
素
栄

養
療
法
ク
リ
ニ
ッ
ク
日
本
支
部
代
表
に

就
任
後
、
２
０
１
０
年
よ
り
現
職
に
従

事
す
る
。

著
書　
『
い
ま
、
栄
養
学
が
変
わ
る　

健
康
に
自
分
ら
し
さ
を
活
か
す「
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
栄
養
学
」』（
現
代
書
林
）

『
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ　

～

最
強
の
治
療
法
は　

あ
な
た
の
中
に
あ

る
～
』（
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
イ
）、『
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ�

奇
跡
の
治
癒
力
』
２
０
１
７
年
米
国
制

作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
他
多
数
。

※
５
月
の
本
部
例
会
は
通
常
の
お
休
み

　

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
４
／
18
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　
　

名　

様

金
五
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
一
千
円
也　

久
保
田
昌
治　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
二
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
一
万
円
也　
　
　

七
沢　

久
子　

様

金
一
万
円
也　
　
　

千
里　

弘　
　

様

金
五
千
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
二
千
円
也　
　
　

小
牧
昭
一
郎　

様

金
二
千
円
也　

ダ
ー
ブ
ロ
ウ
ゆ
か
り�

様

金
二
千
円
也　
　
　

村
上　

一
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

石
川　

允
朗　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

佐
藤
ひ
ろ
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

牧
野　

邦
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

鍬
野　

秀
三　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
回
正
会
員
・
維
持
会
員
に
、
通
常

総
会
出
欠
用
返
信
ハ
ガ
キ
を
同
封
致
し

ま
し
た
の
で
、
６
月
12
日
（
日
）
ま
で

に
ご
投
函
願
い
ま
す
。

ま
た
日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
員
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
以
下
解
説
）
に
未
登

録
で
、
登
録
希
望
の
方
は
、「
会
員
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
登
録
希
望
」
と
書
い

て
、
受
信
用
の
個
人
ア
ド
レ
ス
を
記
入

し
て
、
以
下
の
ア
ド
レ
ス
に
送
信
願
い

ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

Ｍ
Ｌ（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
？

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関

わ
る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
内
容
を
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
Ｍ
Ｌ
に

登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ

ー
ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
日
本
サ
イ
科

学
会
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
返
信
願
い

ま
す
。office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発

表
・
討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
４
年
７
月
18
日（
月
・
祝
）
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午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に
「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い

致
し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
２
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
30
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
サ
イ
」
と
い
う
こ
と
で
、

宗
教
や
心
霊
科
学
に
と
っ
て
主
要
な
テ

ー
マ
と
な
り
ま
す
死
後
の
世
界
に
つ
い

て
、
サ
イ
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
解
釈
を
検
討
し
て
い
く
所
存

で
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

７
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
２
０
０
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
８
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い

が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と

し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し

ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
２
０
２
１
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

見
え
な
い
世
界
の
リ
ア
ル 

～
能
表

現
と
サ
イ
科
学
の
接
点
を
探
る
～

������������　
　
　

　
　
　

講
師　

山や
ま
な
か中  

雅ま
さ
ゆ
き志 

氏

（
観
世
流
能
楽
師
、
山
中
能
舞
台
主
宰
）

日
時　

令
和
４
年
５
月
14
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場
：
阿
倍
王
子
神
社�

参
集
殿（
２
Ｆ
）

・
阪
堺
電
車
上
町
線「
東
天
下
茶
屋
」

　

駅
下
車
徒
歩
５
分

・
大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線「
昭
和
町
」

　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・
ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿

　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

一
般�

三
千
円　

�

学
生�

一
千
円

　

終
了
後
に
講
師
を
囲
ん
で
の
懇
親
会

（
参
加
費
３
５
０
０
円
、
会
場
未
定
）

※�

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ　

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予　

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し　
　

ま
す
。
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幽
玄
の
世
界
を
あ
つ
か
う
「
能
」
は
、

６
０
０
年
以
上
の
命
脈
を
保
つ
古
典
芸

能
。
演
目
の
大
半
が
霊
魂
な
ど「
幽（
か

く
）
れ
た
世
界
」
を
扱
っ
て
い
る
点
で

特
異
で
す
が
、
見
え
な
い
世
界
を
扱
う

サ
イ
科
学
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

今
回
は
、
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
、

山
中
雅
志
氏
を
迎
え
、
見
え
な
い
世
界

に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
い
、
サ
イ

科
学
と
の
接
点
を
探
り
た
い
と
か
ん
が

え
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

日
時　

令
和
４
年
５
月
29
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
２
号
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ「
特
異
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

　
　
　

講
師　

小
林 

永
周 

氏

講
演
内
容

　

古
今
東
西
、
預
言
者
や
超
能
力
者
、

シ
ャ
ー
マ
ン
等
、
い
わ
ゆ
る
霊
視
、
霊

聴
、
霊
言
や
予
知
、
予
言
な
ど
を
行
う

特
異
能
力
者
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
存

在
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
私
は
テ
レ
ビ
局
の
制
作
現
場

に
携
わ
っ
て
、
内
外
の
能
力
者
3
3
0

余
名
を
取
材
、
各
人
の
能
力
を
確
か

め
、
実
験
、
検
証
を
試
み
て
60
年
余
、

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
究
明
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

本
来
、
誰
で
も
備
わ
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
潜
在
的
感
性
を
蘇
ら
せ
て
、
能
力

開
発
法
の
一
端
を
披
露
、
実
践
、
併
せ

て
イ
ン
チ
キ
能
力
者
に
騙
さ
れ
な
い
た

め
の
心
得
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
46
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
16
回 

Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人
革
命（
其
の
２
）」

日
時　

令
和
４
年
７
月
２
３
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
第
２
研
修
室	

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般��

二
千
円

　

�

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上�

一
千
円

　

�

宇
宙
人�

0
円
（
但
し
受
付
の
要
認

可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

京
都
大
学
で
も
宇
宙
人
と
の
遭
遇
に

備
え
「
宇
宙
倫
理
学
」
講
座
を
今
年
度

か
ら
開
始
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
も
宇
宙

人
問
題
が
認
め
ら
れ
て
い
る
今
、
昨
年

に
引
き
続
き
、「
宇
宙
人
革
命
」
を
テ

ー
マ
に
更
に
深
め
て
探
求
。
現
在
、
宇

宙
人
革
命
は
如
何
に
進
行
し
て
い
る

か
？Ｕ

Ｆ
Ｏ
＊
宇
宙
人
と
の
接
触
者
を
中

心
に
、
日
本
サ
イ
科
学
会
な
ら
で
は

の
、
超
能
力
問
題
も
考
え
合
わ
せ
な
が

ら
、
学
ん
で
ゆ
こ
う
！　

皆
さ
ん
、
是

非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
？

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
２
年
９
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
ｉ
Ｐ
Ｔ
意
識
）

　
　
　

講
師　

山
崎 

正
男 

氏

第
一
段
階
か
ら
第
四
段
階
は
、
徐
々

に
深
い
眠
り
に
進
行
す
る
ノ
ン
レ
ム
睡

眠
で
時
間
は
90
分
、
次
に
来
る
の
が
レ

ム
睡
眠
で
10
分
、
睡
眠
の
１
サ
イ
ク
ル

は
、
ノ
ン
レ
ム
と
レ
ム
で
約
１
０
０
分

間
に
な
る
。

健
常
者
の
睡
眠
は
こ
れ
を
一
晩
に
４

回
か
ら
５
回
繰
り
返
す
。
し
か
し
な
が

ら
レ
ム
睡
眠
は
１
回
目
が
10
分
、
２
回

目
20
分
、
３
回
目
30
分
と
徐
々
に
長
く

な
る
。
レ
ム
睡
眠
と
シ
ー
タ
波
は
相
関
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関
係
に
あ
る
の
で
【
感
覚
外
知
覚
】
は

朝
方
覚
醒
す
る
傾
向
に
あ
る
。

松
果
体
は
脊
椎
動
物
の
脳
内
器
官
で

あ
り
、
頭
蓋
骨
の
真
下
の
間
脳
の
背
側

に
位
置
す
る
。
松
果
体
は
頭
蓋
骨
や
皮

膚
組
織
な
ど
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
光

受
容
細
胞
は
感
度
が
良
く
光
を
感
知
で

き
る
。
哺
乳
頬
を
除
く
多
く
の
脊
椎
動

物
の
松
果
体
は
、
松
果
体
光
受
容
細

胞
、
神
経
節
細
胞
、
グ
リ
ア
細
胞
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

暗
闇
の
中
で
【
感
覚
外
知
覚
】
が
覚

醒
す
る
と
、
ピ
カ
ッ
と
一
瞬
だ
け
強
い

光
を
感
じ
る
。
し
か
し
光
を
感
じ
る
網

膜
は
、
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
感
光
細
胞
と

そ
れ
を
受
け
る
感
覚
細
胞
か
ら
作
ら
れ

て
い
る
。
眼
の
場
合
だ
け
は
脳
の
細
胞

そ
の
も
の
が
神
経
節
と
し
て
網
膜
の
近

く
に
出
て
き
て
い
る
。

感
光
細
胞
の
ほ
と
ん
ど
は
桿
状
を
し

て
お
り
桿
体
細
胞
と
呼
ば
れ
る
、
し
か

し
桿
体
細
胞
は
白
黒
を
感
じ
る
だ
け
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
網
膜
の
中
心
部
に
は

少
数
の
錐
の
先
の
形
を
し
た
錐
体
細
胞

が
あ
っ
て
色
彩
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
錐
体
細
胞
は
感
度
が
低
く
明

る
い
昼
間
の
よ
う
な
場
所
で
し
か
働
け

な
い
。

し
た
が
っ
て
暗
闇
の
中
で
も
色
彩
を

感
じ
る
透
視
や
予
知
、
体
外
離
脱
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
網
膜
を
介
さ
ず
松
果
体
の

受
容
体
細
胞
が
直
接
見
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
は
【
感
覚
外
知
覚
】
の
松

果
体
が
第
三
の
目
と
し
て
機
能
し
て
い

た
証
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
過

去
に
超
能
力
の
研
究
の
た
め
に
、

２
０
０
０
匹
の
ペ
ン
ギ
ン
の
松
果
体
を

剖
検
し
て
い
た
と
い
う
知
ら
れ
ざ
る
事

実
が
あ
る
。

１
９
４
９
年
、
ア
メ
リ
カ
の
脳
生
理

学
者
ホ
イ
レ
ス
・
マ
グ
ー
ン
は
動
物
の

脳
の
破
壊
試
験
か
ら
、
意
識
が
ど
こ
か

ら
生
ま
れ
る
か
を
実
証
し
た
。
マ
グ
ー

ン
は
脳
幹
の
中
央
部
に
神
経
が
網
の
よ

う
に
分
布
し
た
脳
幹
網
様
体
を
発
見
し

た
。
網
様
体
の
上
部
が
動
物
の
活
動
を

促
進
す
る
の
で
網
様
体
賦
活
系
、
下
部

が
抑
制
的
に
働
く
の
で
網
様
体
抑
制
系

と
命
名
し
た
。
マ
グ
ー
ン
は
網
様
体
賦

活
系
に
よ
っ
て
、
人
間
の
大
脳
が
賦
活

さ
れ
、
意
識
が
維
持
さ
れ
る
と
考
え
た
。

そ
の
後
、
脳
幹
か
ら
全
脳
へ
向
か
う

Ａ
・
Ｂ
系
無
髄
神
経
が
見
つ
か
り
、
Ａ

系
神
経
は
賦
活
系
、
Ｂ
系
神
経
は
抑
制

系
に
働
く
こ
と
を
発
見
す
る
。
Ａ
系
の

中
で
も
Ａ
６
神
経
は
脳
内
に
広
く
分
布

す
る
最
大
の
神
経
で
最
も
強
力
な
覚
醒

神
経
で
あ
る
。
Ａ
６
神
経
は
覚
醒
の
ほ

か
に
、
学
習
、
鎮
痛
、
排
尿
、
血
液
循

環
、
ホ
ル
モ
ン
系
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

体
温
維
持
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を

支
配
し
て
い
る
重
要
な
神
経
で
あ
る
。

そ
し
て
Ａ
６
神
経
は
レ
ム
睡
眠
を
生

む
神
経
で
も
あ
る
。
レ
ム
睡
眠
は
シ
ー

タ
波
を
顕
現
し
、
シ
ー
タ
波
は
【
感
覚

外
知
覚
】を
醸
成
す
る
。
逆
説
的
に
は
、

禅
の
瞑
想
な
ど
で
網
様
体
抑
制
系
を
優

位
に
働
か
せ
、
網
様
体
賦
活
系
最
大
の

Ａ
６
神
経
の
活
動
を
極
限
ま
で
抑
制
す

れ
ば
脳
死
近
似
の
脳
波
に
な
る
。
す
る

と
シ
ー
タ
波
か
ら
【
感
覚
外
知
覚
】（
超

能
力
）
が
覚
醒
す
る
。
ま
た
左
右
の
耳

か
ら
異
な
る
周
波
数
（
差
異
５
ヘ
ル

ツ
）
の
音
を
流
し
、
脳
波
を
強
制
的
に

シ
ー
タ
波
に
誘
導
す
れ
ば
超
能
力
が
覚

醒
す
る
。
ほ
か
に
も
前
述
の
シ
ー
タ
波

に
誘
導
す
る
多
様
な
要
素
が
あ
る
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
１
９
０
５

年
「
特
殊
相
対
性
理
論
」「
光
量
子
論
」

「
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
」
の
三
つ
の
革
新
的
な

理
論
を
発
表
し
た
。
な
か
で
も
「
光
量

子
論
」
は
、
１
９
２
１
年
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
す
る
。「
特
殊
相
対
性

理
論
」
は
、
そ
れ
ま
で
別
々
に
扱
わ
れ

て
い
た
「
時
間
」
と
「
空
間
」
を
一
つ
の

「
時
空
」と
し
て
統
一
し
た
。

１
９
１
５
～
１
９
１
６
年
に
か
け
て

発
表
し
た
「
一
般
相
対
性
理
論
」
は
、

そ
れ
ま
で
「
中
身
」
と
「
入
れ
物
」
と
し

て
別
々
に
扱
わ
れ
て
い
た
「
物
質
」
と

「
時
空
」
を
統
一
し
た
。
つ
ま
り
、「
空



6

間
」「
物
質
」
の
す
べ
て
ま
と
め
上
げ
た

理
論
で
あ
る
。

脳
波
を
シ
ー
タ
波
に
し
て
空
間
を
眺

め
る
と
「
光
の
舞
」
を
視
認
で
き
る
。

「
光
の
舞
」
と
は
、
空
間
に
微
細
な
光

子
が
無
数
出
現
し
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
理
論
の
「
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
」
を
す
る

こ
と
で
あ
る
。
微
細
な
光
子
は
、
重
力

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
泳
ぐ
よ
う

に
四
方
八
方
に
広
が
り
、
次
々
と
現
れ

て
は
消
え
る「
光
の
舞
」を
表
演
す
る
。

そ
の
「
光
の
舞
」
を
意
念
【
意
識
力
】

に
よ
り
早
く
動
か
し
た
り
、
遅
く
動
か

し
た
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
【
意
識
力
】
は
空
間
の
微
粒
子
、

分
子
、
原
子
に
伝
播
し
て
い
る
証
と
な

る
。
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
を
す
る「
光
の
舞
」

現
象
を
量
子
諭
で
は「
励
起
」と
い
う
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
脳
は
死
後
50

年
を
経
過
し
剖
検
さ
れ
た
。
天
才
の
脳

は
特
殊
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、

一
般
の
人
の
脳
よ
り
わ
ず
か
に
小
さ

く
、
ご
く
普
通
の
脳
だ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
剖
検
か
ら
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
脳

は
特
殊
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｑ
の
レ
ベ
ル
が

と
て
も
高
い
と
い
え
る
。
Ｉ
Ｑ
が
高
い

と
シ
ー
タ
波
に
な
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
瞬
時
に
ひ
ら
め
く
。

２
５
０
０
年
前
、
35
歳
の
ゴ
ー
タ
マ
・

シ
ッ
ダ
ッ
タ
は
、
菩
提
樹
の
下
で
悟
り

を
聞
い
た
。
一
介
の
人
間
に
す
ぎ
な
い

ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ッ
タ
が
、
仏
教
の

開
祖
、
釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
と
な
っ
た
の

は
な
ぜ
か
、
と
疑
問
符
が
付
く
。
修
行

仲
間
は
、
シ
ャ
カ
族
出
身
の
沙
門
を
ゴ

ー
タ
マ
と
呼
ん
だ
。
出
家
修
行
者
の
ゴ

ー
タ
マ
は
六
年
間
に
渡
り
各
地
で
苦
行

を
続
け
る
。
苦
行
は
イ
ン
ド
的
な
修
行

形
態
で
あ
り
、
イ
ン
ド
の
地
に
発
生
し

た
ほ
と
ん
ど
の
宗
教
が
、
苦
行
を
採
用

し
、
推
奨
し
て
い
る
。
苦
行
と
は
梵
語

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
で
「
タ
パ
ス
」
と

い
う
。「
タ
パ
ス
」
と
は
本
来
「
熱
的
物

質
」
を
い
う
。
苦
行
の
実
践
に
よ
っ
て

人
は
こ
の
「
熱
的
物
質
」
を
自
己
の
肉

体
内
部
に
蓄
積
で
き
る
、
と
古
代
イ
ン

ド
人
は
そ
う
信
じ
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
「
熱
的
物
質
」
は
【
神

通
力
】、「
超
能
力
」
を
も
た
ら
す
。
し

た
が
っ
て
苦
行
で
求
め
て
い
る
の
は

【
神
通
力
】に
他
な
ら
な
い
。
沙
門
ゴ
ー

タ
マ
も
苦
行
の
大
道
を
行
く
、
夏
は
焼

け
つ
く
よ
う
な
陽
光
に
身
を
さ
ら
し
、

冬
は
凍
て
つ
く
川
で
沐
浴
す
る
。
食
事

は
極
限
ま
で
減
ら
し
、
一
日
ゴ
マ
１
粒
、

コ
メ
１
粒
と
い
う
断
食
を
し
、
生
理
現

象
の
限
界
を
遥
か
に
超
え
て
い
た
。

体
は
ミ
イ
ラ
の
ご
と
く
痩
せ
細
り
、

肋
骨
は
蛇
腹
の
ご
と
く
、
足
は
川
辺
の

鷺
の
脚
の
よ
う
に
細
く
な
り
、
ゴ
ー
タ

マ
の
風
貌
は
屍
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
し

か
し
、
い
っ
こ
う
に
悟
り
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
ゴ
ー
タ
マ
は
自
問
自
答
し
苦

行
は
無
駄
、
無
意
味
な
も
の
と
知
り
、

そ
れ
を
放
棄
し
新
天
地
を
求
め
て
幾
日

も
歩
き
続
け
る
と
、
一
本
の
菩
提
樹
を

見
つ
け
る
。
ゴ
ー
タ
マ
は
菩
提
樹
を
背

に
東
向
き
に
座
り
瞑
想
に
入
る
。
あ
る

満
月
の
夜
、
深
い
瞑
想
に
入
る
と
【
眉

間
に
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
閃
光
が
走

る
】。
そ
の
光
が
ス
イ
ッ
チ
と
な
り
、

ゴ
ー
タ
マ
は
悟
り
を
開
い
て
満
願
成
就

す
る
。
そ
れ
か
ら
ゴ
ー
タ
マ
は
【
悟
り

を
開
い
た
人
】
＝
【
ブ
ッ
タ
】
と
な
り
、

ま
っ
と
う
な
中
道
を
悟
る
。

し
か
し
、
イ
ン
ド
の
修
行
者
は
絶
対

的
禁
欲
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は
女
性

と
接
し
精
を
漏
ら
す
と
「
熱
的
物
質
」

は
消
滅
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
し
か
し
な
が
ら
気
功
の
鍛
錬
で
内

気
が
高
ま
れ
ば
、
真
気
、
腎
気
、
精
気

が
旺
盛
に
な
り
体
は
熱
く
な
る
。
し
た

が
っ
て
イ
ン
ド
の
「
熱
的
物
質
」
と
は
、

中
医
学
の
気
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
気
功
は
４
０
０
０
年
、

仏
教
は
２
５
０
０
年
と
い
う
歴
史
的
背

景
か
ら
も
「
熱
的
物
質
」
と
気
は
同
種

の
も
の
と
確
信
す
る
。
中
医
学
で
は
、

気
は
宇
宙
万
物
根
源
の
物
質
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。

一
介
の
人
間
に
す
ぎ
な
い
沙
門
ゴ
ー

タ
マ
は
、
菩
提
樹
の
下
で
悟
り
を
開
い

て
ブ
ッ
タ
と
な
り
、
六
つ
の
神
通
力
を

得
た
。
神
通
力
と
は
今
で
い
う
超
能
力

の
こ
と
で
あ
る
。
科
学
も
医
学
も
な
い

時
代
、
摩
訶
不
思
議
な
現
象
を
引
き
起
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こ
す
ブ
ッ
タ
を
人
々
は
神
の
ご
と
く
崇

拝
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
脳
波
が
シ
ー

タ
波
に
な
れ
ば
誰
で
も
神
通
力
、
超
能

力
は
覚
醒
す
る
。

禅
を
極
め
た
名
僧
は
悟
り
の
境
地
を

円
相
図
に
す
る
因
習
が
あ
る
。
円
相
と

は
悟
り
の
境
地
を
視
覚
化
し
た
円
い
図

で
あ
る
。

悟
り
の
境
地
は
深
遠
で
あ
り
、
口
伝

は
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
悟

り
の
境
地
を
正
し
く
記
述
す
る
の
は
困

難
を
極
め
る
。
そ
こ
で
名
僧
は
悟
り
の

証
と
し
て
円
相
図
を
残
す
。
修
行
僧
が

禅
を
極
め
れ
ば
名
僧
同
様
に
円
相
を
知

覚
す
る
。
そ
れ
を
比
較
す
れ
ば
悟
り
を

得
た
と
確
信
す
る
。
し
か
し
、
悟
り
は

六
神
通
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
て
仏
教

の
悟
り
は
、
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
実
体
験
に
基
づ
く
確
信
的

悟
り
の
真
相
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

人
類
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
い
う

高
度
の
革
新
的
技
術
を
開
発
し
て
い
る

が
、
２
５
０
０
年
前
の
ブ
ッ
タ
の
悟
り

の
謎
は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

仏
教
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
臨
終
者
の

元
に
【
紫
雲
】
に
乗
っ
て
来
迎
し
極
楽

に
導
く
と
さ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
教
え
は
、
白
隠
禅
師
も

体
験
し
た
紫
の
ト
ン
ネ
ル
を
【
紫
雲
】

に
比
喩
し
た
宗
教
的
逸
話
で
あ
る
。
白

隠
は
禅
の
修
行
中
【
感
覚
外
知
覚
】
に

よ
り
、
紫
の
ト
ン
ネ
ル
を
知
覚
し
悟
り

を
開
い
た
。
そ
の
証
と
し
て
紫
の
円
相

図
を
残
そ
う
と
し
た
が
、
江
戸
時
代

は
、
絵
の
具
な
ど
色
彩
の
具
材
が
な

く
、
白
隠
は
紫
の
替
わ
り
に
青
墨
で
円

相
図
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

信
仰
や
宗
教
、
哲
学
は
人
間
を
深
く

洞
察
す
る
。
白
隠
の
円
相
図
は
、
超
能

力
者
、
禅
僧
、
気
功
師
と
同
じ
知
覚
的

体
験
で
あ
り
、
深
い
瞑
想
状
態
に
入

り
、
シ
ー
タ
波
か
ら
変
性
意
識
に
な
れ

ば
【
感
覚
外
知
覚
】
が
覚
醒
す
る
。
し

か
し
円
相
は
能
力
者
だ
け
で
な
く
、
一

般
の
ひ
と
も
正
し
い
瞑
想
の
実
践
に
よ

り
、
シ
ー
タ
波
に
な
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ

図
の
よ
う
な
紫
の
「
時
空
連
続
体
（
ワ

ー
ム
ホ
ー
ル
）」を
知
覚
す
る
。

紫
の
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
は
、
悟
り
を
開

い
た
釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
・
弘
法
大
師
空

海
・
道
元
禅
師
・
白
隠
禅
師
・
超
能
力

者
・
熟
練
気
功
師
な
ど
に
共
通
す
る

【
感
覚
外
知
覚
】
で
あ
り
、
こ
の
延
長

上
に
予
知
、
透
視
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ

イ
能
力
の
顕
現
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実

体
験
か
ら
２
５
０
０
年
前
の
釈
迦
牟
尼

ブ
ッ
タ
の
悟
り
と
超
能
力
の
顕
現
は

「
エ
ビ
デ
ン
ス
」が
あ
る
。

※
紫
色
の
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
の
Ｃ
Ｇ
動
画

が
紹
介
さ
れ
る

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
１
９
１
５
年
、

一
般
相
対
性
理
論
で
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
時
空
を
歪
め
る
と
仮
定
す
れ
ば
重

力
の
影
響
を
記
述
で
き
る
と
し
た
。
そ

れ
は
太
陽
の
そ
ば
を
通
る
光
を
測
定
す

る
と
光
の
進
路
が
わ
ず
か
に
曲
が
っ
て

い
る
こ
と
で
証
明
さ
れ
た
。

１
９
４
８
年
、
ク
ル
ト
・
ゲ
ー
デ
ル

は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
般
相
対

論
の
場
の
方
程
式
を
解
と
し
て
、
す
べ

て
の
物
質
が
回
転
し
て
い
る
宇
宙
を
表

す
も
の
を
発
見
し
た
。
ゲ
ー
デ
ル
の
理

論
は
、
一
般
相
対
性
理
論
が
タ
イ
ム
ト

ラ
ベ
ル
を
許
容
す
る
証
明
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を

動
揺
さ
せ
る
。

１
９
５
７
年
ヽ
ヒ
ュ
ー
・
エ
ヴ
ェ
レ
ッ

ト
が
提
唱
し
た『
多
世
界
解
釈
』の
論
文

は
、「
こ
の
世
に
は
異
な
る
時
空
の
宇

宙
が
無
数
に
並
行
し
て
存
在
す
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
賛
否
あ
っ
た
が
い

ま
で
は
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
と
し
て
、

多
く
の
科
学
者
の
支
持
を
得
て
い
る
。

２
０
０
１
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
理
論
宇

宙
物
理
学
者
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ホ
ー
キ

ン
グ
博
士
は
「
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
に
は
注

意
せ
よ
。
そ
こ
か
ら
何
が
出
て
く
る
か

け
っ
し
て
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
」
と

述
べ
て
い
る
。
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
を
作
る

た
め
に
は
時
空
を
曲
げ
る
必
要
が
あ
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り
、
負
の
質
量
、
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密

度
を
持
つ
物
質
が
必
要
に
な
る
。

一
般
相
対
性
理
論
に
お
い
て
は
、
時

空
は
そ
こ
に
あ
る
【
重
い
物
体
】
の
み

な
ら
ず
、
そ
こ
に
あ
る【
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

に
よ
っ
て
も
ゆ
が
め
ら
れ
る
。
し
か

し
、
シ
ー
タ
波
に
な
れ
ば
【
感
覚
外
知

覚
】
が
覚
醒
し
、
多
次
元
宇
宙
を
繋
ぐ

紫
の
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
が
顕
現
す
る
。
こ

の
【
感
覚
外
知
覚
】
に
人
類
の
秘
密
が

隠
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
・
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
テ
レ
ス

コ
ー
プ
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
２
０
１
９

年
４
月
10
日
、
巨
大
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

と
そ
の
影
の
存
在
を
初
め
て
、
画
像
で

直
接
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
発

表
し
た
。
今
回
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
お

と
め
座
銀
河
団
の
楕
円
銀
河
Ｍ
87
の
中

心
に
位
置
す
る
巨
大
な
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
（
直
径
１
０
０
０
億
ｋ
ｍ
）
で
あ
る
。

地
球
か
ら
５
５
０
０
万
光
年
の
距
離
に

あ
り
質
量
は
太
陽
の
65
倍
に
も
及
ぶ
。

１
９
１
６
年
、
静
止
状
態
の
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
存
在
を
「
予
言
」
し
た
の

は
ド
イ
ツ
の
天
文
学
者
シ
ュ
バ
ル
ツ
シ

ル
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
１
９
３
４
年
、

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
自
転
し
て
い
る
場

合
に
周
囲
の
時
空
が
ど
ん
な
構
造
に
な

る
か
を
発
見
し
た
の
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
数
学
名
ロ
イ
・
カ
ー
で
あ

り
、
通
称
カ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
。
カ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

は
、
理
論
上
内
部
の
物
質
は
脱
出
可
能

で
あ
り
、
シ
ュ
バ
ル
ツ
シ
ル
ト
の
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ル
は
脱
出
不
可
能
で
あ
る
。

１
９
５
７
年
、
量
子
重
力
研
究
の
先

駆
者
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ラ
ー
は
リ
ン
ゴ

の
虫
食
い
穴
に
由
来
す
る
ト
ン
ネ
ル
を

ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
と
命
名
し
た
。
リ
ン
ゴ

の
表
面
の
あ
る
一
点
か
ら
裏
側
に
行
く

に
は
円
周
の
半
分
を
移
動
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
虫
が
中
を
掘
り
進
む
と
短
い

距
離
の
移
動
で
済
む
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
広
大
な
宇
宙
空
間
に
当

て
は
め
れ
ば
光
よ
り
も
早
く
移
動
で
き

る
。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
ホ
ワ
イ
ト
ホ

ー
ル
を
繋
ぐ
の
が
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
で
あ

る
。「ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
を

最
初
に
使
っ
た
の
は
、
１
９
６
４
年
ア

メ
リ
カ
の
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
ス
・
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
に
記
事
を
書
い
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
ア
ン
・
ユ
ー
イ
ン
グ
だ
っ

た
。
量
子
論
で
は
高
次
元
に
お
け
る
重

力
は
非
常
に
強
い
の
で
、
余
剰
次
元
の

広
が
り
程
度
の
小
さ
な
ス
ケ
ー
ル
で
な

ら
、
マ
イ
ク
ロ
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
で

き
や
す
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
周
囲
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
マ
イ
ク
ロ

ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
に
【
感
覚
外
知
覚
】
で

テ
レ
ポ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
す
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
イ
現
象
（
超
能
力
）
が
可
能

に
な
る
。

（�

直
径
１
０
０
０
億
ｋ
ｍ
の
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
）

浦
島
太
郎
の
お
と
ぎ
話
は
、
海
辺
で

亀
を
助
け
た
報
恩
と
し
て
漁
師
の
浦
島

太
郎
が
龍
宮
城
に
連
れ
て
い
か
れ
、
乙

姫
ら
の
お
も
て
な
し
を
受
け
る
。
帰
郷

し
よ
う
と
し
た
浦
島
太
郎
は
、「
開
け

て
は
な
ら
な
い
」
と
念
を
押
さ
れ
つ
つ

玉
手
箱
を
渡
さ
れ
る
。
帰
り
着
い
た
故

郷
で
は
、
龍
宮
で
過
ご
し
た
と
感
じ
た

よ
り
遙
か
に
長
い
年
月
が
経
っ
て
お

り
、
失
意
の
余
り
玉
手
箱
を
開
け
て
し

ま
っ
た
浦
島
太
郎
は
、
白
髪
の
老
人
に

化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

万
葉
集
の
長
歌
「
詠
水
江
浦
嶋
子
一

首
」
と
し
て
浦
島
太
郎
の
原
型
と
い
う

べ
き
内
容
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
浦
鳥
太
郎
の
物
語
は
シ
ー
タ
波

か
ら
感
覚
外
知
覚
が
覚
醒
す
れ
ば
体
験

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
で
は
、
光
速

度
に
近
い
速
度
で
運
動
し
て
い
る
系
の

時
間
の
進
み
方
は
、
静
止
し
て
い
る
観

測
者
に
比
べ
て
遅
く
な
る
。
た
と
え
ば

光
速
度
の
99
パ
ー
セ
ン
ト
で
進
む
宇
宙

船
内
の
時
計
は
静
止
系
の
約
１
／
７
の

速
さ
で
進
む
た
め
、
宇
宙
旅
行
か
ら
帰

っ
て
く
る
と
地
球
上
で
は
約
７
倍
の
時

間
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
特
殊
相
対
性

理
論
の
特
質
を
日
本
で
は
「
ウ
ラ
シ
マ

効
果
」
と
称
し
、
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
の

解
説
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
浦
島
伝
説
は
シ
ー
タ
波
か
ら
感
覚
外

知
覚
が
覚
醒
し
、
異
次
元
空
間
を
旅
し

た
人
物
の
実
話
が
原
作
に
な
っ
て
い

る
、
そ
し
て
文
脈
を
分
か
り
や
す
い
言

語
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
確
信

す
る
。

未
来
へ
の
時
間
旅
行
は
「
ウ
ラ
シ
マ
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効
果
」
を
利
用
す
る
。
高
速
で
宇
宙
旅

行
し
て
自
分
の
時
間
を
遅
ら
せ
ば
、

【
未
来
】の
地
球
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
る
「
ウ
ラ
シ
マ
効
果
」
と
は
、
お

と
ぎ
話
の
「
浦
島
太
郎
」
と
「
光
速
と

時
間
遅
延
」
の
理
論
を
掛
け
合
わ
せ
た

造
語
で
あ
る
。
体
外
離
脱
し
、
一
時
間

過
去
の
世
界
に
戻
っ
た
森
田
健
氏
の
体

験
は「
ウ
ラ
シ
マ
効
果
」と
確
信
す
る
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

歌
声
の
効
用　

～
健
康
に
つ
な

が
る
声
の
力
～

　
　

講
師　

河
邉 

敦
子 

氏

　
　
　
　
（
関
西
歌
劇
団
理
事
）

　
　
　
　
　

森
本 

ま
ど
か 

氏

（
関
西
歌
劇
団
正
団
員
、
音
声
訓
練
士
）

　

＊
Ｐ
Ｆ　

田
中 

実
子 

氏

　
　
　
　
　
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

日
時　

令
和
４
年
２
月
19
日（
土
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂（
２
Ｆ
）

世
間
に
は
〇
〇
教
室
や
〇
〇
食
品
な

ど
多
彩
な
健
康
商
品
が
溢
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
研
究
集
会
は
、
だ
れ
に
も

あ
る
身
体
の
一
部
で
基
本
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
業
を
受
け
持
つ「
声
」

に
着
目
し
ま
し
た
。
講
師
は
関
西
歌
劇

団
の
現
役
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
、
素
晴
ら

し
い
歌
声
も
堪
能
で
き
ま
し
た
。

神
代
か
ら
「
和
歌
」
や
「
祝
詞（
の
り

と
）」
が
存
在
し
て
き
ま
し
た
し
、
さ
ら

に
「
声
明（
し
ょ
う
み
ょ
う
）」
や
「
民

謡
」、「
歌
劇
」
や
「
歌
謡
曲
」
に
至
る
ま

で
、「
歌
声
」
は
人
々
の
生
活
と
密
着
、

文
字
が
な
い
時
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
交

信
、
交
流
の
主
役
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

身
近
す
ぎ
て
、
今
更
「
声
の
効
用
」
な

ど
と
お
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
声
」
が
全
身
に
及
ぼ
す
は
た
ら

き
を
知
る
こ
と
は
け
っ
し
て
無
駄
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
声
」
を
出
す
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
臓
器
や
感
覚
器
官
の
連
携
が

必
要
で
す
が
、
と
く
に
「
横
隔
膜
」
の

は
た
ら
き
は
重
要
で
す
。

意
識
し
て
「
声
」
を
使
う
こ
と
で
全

身
的
な
健
康
効
果
が
期
待
さ
れ
、
し
た

が
っ
て
保
健
薬
は
少
な
く
て
済
む
よ
う

で
す
。

質
疑
応
答
で
は
、
気
功
法
な
ど
で
伝

授
さ
れ
る
「
丹
田
呼
吸
」
と
「
腹
式
呼

吸
」
の
違
い
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
り

ま
し
た
。
腹
式
呼
吸
は
、
自
律
神
経
が

集
ま
る
臓
器
「
横
隔
膜
」
を
随
意
的
に

動
か
す
こ
と
で
「
肺
」
の
容
積
を
拡
張

す
る
も
の
で
す
が
、
丹
田
呼
吸
は
横
隔

膜
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
る
た
め
の
呼
吸

法
で
す
。
遠
方
か
ら
の
参
加
者
の
皆
さ

ん
か
ら
高
度
な
質
問
も
あ
り
、
さ
な
が

ら
音
大
大
学
院
の
セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

	

（
和
田
記
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
五
回
関
西
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

脳
波
と
超
能
力　

～
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や

Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で
解
明
す
る
～

　
　
　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

�

（
脳
力
開
発
研
究
所　

相
談
役
）

日
時　

令
和
４
年
３
月
19
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
２
Ｆ
）

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
発
揮
し
て
い

る
人
の
脳
波
を
測
る
と
、
複
雑
な
信
号

の
中
に7.8H

z
の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ

波
や13.6H

z

の
フ
ァ
ス
ト
ア
ル
フ
ァ

波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
目
立
ち
ま
す
。
も

ち
ろ
ん10H

z

中
心
の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ

ァ
波
も
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
か
Ｅ

Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
と
き
に
は10H

z

は
抑
制
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
被
験
者
は
主
に
清
田
益

章
氏
で
す
が
、
確
認
の
意
味
で
ほ
か
の

エ
ス
パ
ー
に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

と
の
こ
と
。

講
演
で
は
前
半
は
実
際
に
計
測
し
た

脳
波
と
分
析
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
後

半
は
計
測
さ
れ
た
脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン

帯
か
ら
の
プ
ラ
ズ
マ
振
動
で
発
生
す
る

電
磁
波
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ト
ム
ス
ク
に
あ
る

宇
宙
監
視
セ
ン
タ
ー
か
ら
報
告
さ
れ
て

い
る
空
間
の
電
磁
波
と
脳
波
と
が
そ
っ

く
り
な
の
は
な
ぜ
か
に
つ
い
て
も
論
じ

ら
れ
、
さ
ら
に
免
疫
力
向
上
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
た
と
え
ば
睡
眠
前
に
息
を
吸

い
な
が
ら
「
よ
か
っ
た
」、
吐
き
な
が

ら
「
あ
り
が
と
う
」
を
繰
り
返
す
と
い

っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
の
発
現
は
、
空
間
の

電
磁
波
と
の
共
鳴
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
脳
波
に
つ
い
て
も
、
左
右
の
大

脳
の
波
形
が
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に
（
干
渉

な
く
）一
致
し
て
い
ま
す
。
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志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
に
お
い
て
最
初
に
脳
波
の
「
ア

ル
フ
ァ
波
」
を
３
種
類
に
分
け
、
フ
ァ

ス
ト
α
波
、
ミ
ッ
ド
α
波
、
ス
ロ
ー
α

波
と
質
的
な
違
い
を
提
唱
し
た
。

１
９
６
１
年
電
気
通
信
大
学
卒
業
後
、

松
下
技
研
に
勤
務
。
東
京
大
学
工
学
部

計
数
工
学
科
研
究
員
を
兼
務
し
な
が

ら
、
脳
波
研
究
に
没
頭
。�
83
年
脳
力

開
発
研
究
所
設
立
。
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
脳
波
分
析
装
置
を
開
発
し
、
大
学

や
企
業
の
研
究
所
へ
提
供
。
ア
ル
フ
ァ

波
を
指
標
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
指
導
で
、
日
本
航
空
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
、
大
手
企
業
の
脳
力

開
発
研
修
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
る
。

２
０
０
８
・
２
０
０
９
年
文
部
科
学

省
よ
り
委
託
を
受
け
「
専
門
学
校
教
職

員
、
学
生
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
脳
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開

発
、
そ
の
後
、
学
校
や
企
業
に
向
け
て

の「
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
総
合
監
修
。

著
書
は
「
全
身
の
疲
れ
が
ス
ッ
キ
リ

取
れ
る
本
（
三
笠
書
房
）」
な
ど
多
数
。

２
０
１
１
年
３
月
に
米
国
Ｈ
Ｈ
Ｓ
（
米

国
保
険
社
会
福
祉
省
）
大
統
領
諮
問
機

関
よ
り
、
長
年
に
わ
た
る
脳
波
と
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
、
実
践
に

対
し
G
O
L
D
A
W
A
R
D
（
金
賞
）

を
授
与
さ
れ
る
。
２
０
１
５
年
に
は
ス

テ
ー
ジ
３
の
大
腸
が
ん
を
克
服
し
現
在

も
さ
ま
ざ
ま
研
究
と
講
演
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
１
号
（
１
９
８
３
年
６

月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

※
図
ら
ず
も
今
回
の
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ

ュ
ナ
師
の
言
葉
は
現
在
の
世
界
情
勢
を

予
言
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
ま
た

そ
の
解
決
法
も
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
Ⅲ

　
　
　
　
　
　

  　

藤
倉 

啓
次
郎

ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

世
界
の
将
来
に
つ
い
て
、
日
本
の
友
へ

わ
れ
わ
れ
す
べ
て
が
強
く
望
ん
で
い

る
こ
と
は
、
幸
福
、
自
由
、
平
和
、
調

和
、
裕
福
、
慰
安
、
冒
険
、
ロ
マ
ン
ス
、

そ
れ
に
わ
れ
わ
れ
自
身
つ
い
て
の
知
識

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
通
常
の
人
間
の
欲

望
で
あ
り
熱
望
で
あ
る
。
そ
し
て
人
間

の
心
に
深
く
植
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、

い
つ
か
は
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

人
は
己
の
遺
伝
や
希
望
や
思
想
を
実
現

す
る
た
め
に
生
ま
れ
て
来
る
。

貧
困
者
も
な
く
餓
死
者
も
な
く
す
る

た
め
に
は
、
彼
は
裕
福
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
常
に
楽
し
く
朗
ら
か
で
あ
る

た
め
に
は
、
彼
は
平
穏
調
和
幸
福
を
も

た
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
孫
を
得
る
た
め

に
は
彼
は
ロ
マ
ン
ス
を
も
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
子
孫
を
も
た
な
け
れ
ば
人
類
は

終
わ
り
で
あ
る
。
彼
は
他
の
世
界
を
発

見
す
る
た
め
に
冒
険
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
更
に
彼
は
創
造
計
画
を
も
つ
こ

と
に
な
り
、
そ
う
し
て
彼
は
常
に
冒
険

を
切
望
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
未
来
の
世
界
に
お
い
て

は
、
わ
れ
わ
れ
は
裕
福
、
平
和
、
調
和
、

冒
険
、
ロ
マ
ン
ス
を
も
た
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
間
を
よ
り

高
い
性
質
と
す
る
に
好
ま
し
い
も
の
で

あ
る
。

不
調
和
で
不
均
衡
な
世
界
を
つ
く
る

も
の
は
人
間
自
身
で
あ
る
。
彼
は
権
力

欲
と
財
産
欲
を
も
っ
て
い
る
。
権
力
欲

人
間
と
貪
欲
人
間
の
二
種
類
が
地
球
上

に
不
安
定
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
な
か
っ
た
ら
、
人
は
非
常
に
幸
福

で
平
和
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
知

識
、
科
学
、
芸
術
の
段
階
に
達
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
世
界
に
困
難
を
起
こ
し

て
い
る
の
は
、
一
方
の
手
に
富
へ
の
欲

望
を
他
方
の
手
に
権
力
欲
を
も
つ
一
族

で
あ
る
。

平
和
か
戦
争
か
、
そ
れ
は
人
間
の
内

な
る
本
性
の
結
果
で
あ
る
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
天
は
人
間
に
戦
争
を
試
み
は
し

な
い
。
戦
争
を
招
く
の
は
人
間
自
身
で

あ
る
。
彼
は
飢
え
て
お
り
、
貪
欲
で
あ

り
、
野
心
家
で
あ
り
、
世
界
を
支
配
し

よ
う
と
し
、
世
界
に
お
い
て
最
も
強
力

で
卓
越
し
た
国
に
し
よ
う
と
す
る
か
ら

で
あ
る
。
正
し
く
道
理
的
な
観
点
に
た

て
ば
、
そ
れ
以
外
の
何
物
も
、
共
に
生

き
よ
う
と
す
る
人
類
の
邪
魔
に
は
な
ら

な
い
。

こ
の
調
和
と
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し

て
の
生
き
方
を
私
た
ち
は
印
度
で
も
っ

て
い
る
。
多
く
の
言
葉
、
多
く
の
階
級
、

多
く
の
宗
教
が
、
印
度
で
は
隣
り
合
っ

て
平
和
に
生
活
し
て
い
る
。

わ
れ
ら
の
隣
人
を
自
分
自
身
の
よ
う

に
愛
す
れ
ば
全
世
界
は
平
和
に
生
活
で

き
る
。
わ
れ
ら
が
欲
し
い
物
を
他
に
与

え
る
な
ら
ば
、
こ
の
地
上
に
戦
争
が
起

き
る
わ
け
が
な
い
。

こ
れ
ら
の
教
え
は
今
か
ら
二
千
年
も

前
か
ら
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
え
は
神
が

示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
人
類

に
次
の
警
告
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
。
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そ
れ
は
人
間
が
自
然
の
力
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
よ
う
と
す
る
時
、
も
し
人
間
が

自
分
自
身
を
訓
練
で
き
な
い
な
ら
ば
、

人
間
を
抹
殺
す
る
よ
う
な
段
階
に
至
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

仏
教
徒
で
あ
ろ
う
と
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教

徒
で
あ
ろ
う
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ

ろ
う
と
、
他
の
宗
教
徒
で
あ
ろ
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
運
命
法
則
に
従
う
な
ら
ば

人
間
は
も
っ
と
慈
悲
深
く
、
も
っ
と
高

尚
で
あ
り
、
も
っ
と
平
和
を
愛
し
、
も

っ
と
調
和
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
予
言
者
の
忠
告
に
反
し
、
彼

等
は
た
だ
富
め
る
者
に
従
っ
て
行
動
し

た
。
彼
等
は
教
会
に
行
っ
た
。
彼
等
は

儀
式
を
行
っ
た
。
彼
等
は
快
楽
を
追
っ

た
。
し
か
し
偉
大
な
る
予
言
者
の
教
え

を
決
し
て
実
行
し
な
か
っ
た
。
彼
等
は

嘘
を
つ
き
、
高
慢
を
続
け
権
力
欲
を
続

け
て
、
彼
等
自
身
の
変
身
を
考
え
な

い
。
そ
の
結
果
は
ご
覧
の
通
り
で
あ

る
。
そ
れ
は
知
的
に
は
強
い
が
道
徳
的

に
は
弱
い
。
人
類
の
長
い
進
展
の
あ
と

を
見
る
と
、
知
的
に
は
高
く
な
っ
た

が
、
道
徳
的
に
は
二
千
年
前
と
同
様
で

あ
る
。

戦
争
が
起
こ
ろ
う
が
起
こ
る
ま
い

が
、
天
の
狙
い
は
満
た
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
人
間
は
協
力
し
、
人
類
一
致
し
、

よ
り
調
和
し
、
よ
り
平
和
と
な
り
、
よ

り
幸
福
と
な
り
、
よ
り
均
衡
し
、
人
々

は
互
恵
平
等
に
生
き
る
だ
ろ
う
。
貧
富

の
差
は
少
な
く
な
り
、
強
弱
の
差
も
少

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
造
物
主
の

努
力
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
現
在
は
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の

注
意
、
す
べ
て
の
関
心
は
、
少
数
者
に
、

財
物
に
、
知
能
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
多
数
者
を
蔑
視
し
無
視
し
て
い

る
。
こ
れ
は
人
類
進
化
の
現
段
階
に
お

け
る
罪
悪
で
あ
る
。

人
は
各
々
が
薔
薇
で
あ
り
蓮
で
あ
り

美
し
い
花
で
あ
る
。
心
し
て
扱
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
一
人
一

人
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

は
銘
々
同
じ
よ
う
に
関
心
を
も
た
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
な
っ
て
初
め

て
人
類
は
悟
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ

る
。
い
ま
は
そ
う
で
は
な
く
何
れ
の
面

で
も
不
均
衡
が
あ
る
。

あ
な
た
が
真
実
で
あ
り
、
正
直
で
あ

り
、
慈
悲
心
が
あ
り
、
寛
大
で
あ
る
な

ら
ば
、
あ
な
た
は
失
敗
す
る
だ
ろ
う
。

あ
な
た
が
貪
欲
で
あ
り
、
野
心
が
あ

り
、
財
物
を
求
め
よ
う
と
努
力
す
る
な

ら
、
あ
な
た
は
裕
福
に
な
り
人
々
は
あ

な
た
を
尊
敬
す
る
だ
ろ
う
。
彼
等
は
裕

福
を
野
心
を
権
力
を
尊
敬
す
る
。
彼
等

は
人
格
の
高
潔
さ
を
尊
敬
し
な
い
。
造

物
主
の
望
む
の
は
人
格
の
高
潔
さ
で
、�

金
や
銀
や
銅
や
権
力
の
椅
子
で
は
な

い
。造

物
主
の
狙
い
は
人
間
を
よ
り
良
い

存
在
に
導
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
の
原
則
を
守
る

社
会
だ
け
が
繁
栄
し
て
、
平
和
で
あ
り

調
和
が
と
れ
、
幸
福
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
原
則
が
無
視
さ
れ
る
な

ら
、
世
界
に
は
不
調
和
、
戦
争
、
衝
突
、

紛
争
が
発
生
す
る
だ
ろ
う
。

未
来
の
世
界
に
は
調
和
、
平
和
、
安

全
、
繁
栄
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
神
の
法
則
で
あ
る
。
し
か
し
同
時

に
平
等
、
均
衡
が
あ
り
、
国
と
国
と
の

間
に
、
ま
た
人
と
人
と
の
間
に
愛
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
こ
に
は
同

情
と
慈
悲
と
が
あ
り
、
自
分
自
身
に
対

す
る
と
同
様
に
他
人
に
も
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

未
来
の
世
界
は
キ
リ
ス
ト
、
仏
陀
、

ク
リ
シ
ュ
ナ
或
は
モ
ハ
メ
ッ
ド
の
教
え

に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

い
ま
世
界
に
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
り
も

も
っ
と
も
っ
と
強
く
で
あ
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
わ
れ
ら
が
夢
み
る
未

来
は
よ
り
美
し
く
よ
り
明
る
い
世
界
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
病
後

に
食
欲
が
回
復
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。

病
気
か
ら
回
復
す
る
と
、
食
欲
が
よ
く

な
り
、
明
る
く
健
康
に
見
え
る
も
の
で

あ
る
。

同
じ
様
に
戦
争
の
あ
と
で
も
、
人
類

は
よ
り
幸
福
な
、
よ
り
安
全
な
、
よ
り

平
和
な
、
心
の
状
態
に
な
る
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
現
在
の
危
機
に
惑
わ
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
危
機
は
長
く
は
続

か
な
い
。
危
機
は
造
物
主
が
人
間
を
正

し
く
方
向
づ
け
る
た
め
に
、
そ
の
顔
に

平
手
打
を
与
え
た
よ
う
な
も
の
だ
。

	

（
終
わ
り
）

註
。
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
に
は
約

二
〇
種
の
著
書
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

次
の
二
冊
の
邦
訳
が
あ
る
。

◎
中
島
厳
訳「
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
」

　

平
河
出
版

◎�

新
津
兼
義
訳
「
熱
核
戦
争
の
脅
威
」　

た
ま
出
版

※
最
近
出
版
さ
れ
た
次
の
邦
訳
書
に

も
、
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
の
ク
ン

ダ
リ
ニ
ー
に
つ
い
て
の
論
説
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

◎�

Ｊ
・
Ｗ
ホ
ワ
イ
ト
著
、
川
村
悦
郎
訳

「
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
と
は
何
か
」

　

め
る
く
ま
ー
る
社

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991 : 工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD : 生命と宇宙［講演録 72 分］（1998 : 船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976 : USL）� ・・・・・・・190 円� �（160 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974 : 英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091
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本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
３
時
間
）
を
記
録
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

１
件
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
に
、「
２
０
※
※

年
○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希

望
」
と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文

願
い
ま
す
。
２
週
間
以
内
に
発
送
致
し

ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
・
３
３
０
・
４
０
９
１

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
８
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
２
０
１
５
年
５
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華�

氏
「
君
を
見
放
し
た
り

は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

　

水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
１
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
２
０
１
５
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「
先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
＆
超　

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
２
０
１
５
年
７
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「
見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活　

用
す
る
か
？
」

◎
２
０
１
５
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
田�

欽
子�

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

　

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
２
０
１
５
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
２
０
１
５
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「
野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

　
『
直
立
二
足
歩
行
』
か
ら
問
う
」

◎
２
０
１
６
年
１
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

様

　

講
師　

佐
藤�

禎
花�

氏

　

講
師　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
２
０
１
６
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
２
０
１
６
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
２
０
１
６
年
５
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「
意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力　

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で　

き
る
か
？
」

◎
２
０
１
６
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」
が
つ
く
人
、「
霊
」
が
憑
く
人
』

◎
２
０
１
６
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「7.8H
z

の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
２
０
１
６
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知　

的
生
命
：
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
（
宇
宙　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
２
０
１
６
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
２
０
１
７
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「
私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、　

波
動
的
、物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
２
０
１
７
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

池
川�

明�

氏

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て　

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供

た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど
り
さ

ん
の〝
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
〟

◎
２
０
１
７
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

「
自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

　

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

　

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
２
０
１
７
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「
健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的　

と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に
つ
い　

て
の
実
演
」

◎
２
０
１
７
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
Ａ
Ｉ
を
乗　

り
越
え
る
の
は
？�A

I

［
人
工
知
能
］�　

vs�PSI

［
サ
イ
能
力
］」

◎
２
０
１
８
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
２
０
１
８
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師�

七
沢�

智
樹�

氏
、
杉
山�

彰�

氏

「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未　

来
」

◎
２
０
１
８
年
６
月
本
部
例
会
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自由度の制限）。

（その２）外気を放出させ、体外に意識体を
造る。
　目隠しをして、外部を見る事を試みる（ASC
の儘）。すると、脳の無意識層から視覚を持
った「気」が体外に放出される。これを、（１）
体外にある真オーブ（依り代）に付着させて、
意識体を形成させる。（２）ASC下にある能
力者の意識の指示により、体外に有る意識体
（ある程度は物質化されている）は、願いを
叶える為の努力（念写続行）を継続する。（３）
福来先生は、念写の「念」は、｛願いを持った
エネルギー｝である、とした。
これは、（４）体外に、見えない人がいる、
つまり、願いは意識、エネルギーは肉体を意
味している。この時の意識は、ASC下での
制限された意識（物質化）である。また（５）
「念」、「気」は、実験によると、近赤外線領
域（活性化エネルギー、1.38�eV）に潜在して

いるので非可視である。

（６）今から約110年前の福来先生の頃は、二
元論が主流であった。------、つまり、形而上
学としての意識は、物質ではないので、計測
できない「科学では扱えない」、と考えられ
ていた。------しかし、（７）今では、量子論（科
学）でも心（意識）を扱う様になってきた。
以上を、「念写」の方法を用いた「意識の物
質化」とよぶ。

（８）念写とは、心の中で思い浮かべた文字
や絵を、遮光状態にしてあるフイルムの上に
映し出す、というもので、1910年に福来友
吉博士によって発見された。それから108年
後、私たちは、以上の方法を用いて、動的な
念写の実験に成功している（2018年）。能力
者は佐藤禎花先生（女史）。夜の上空に、三
日月型の月のオーブ念写像の動的変化の連続
撮影に成功している。

　

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「
体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に　

導
く�

未
来
の
医
学
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
』」

◎
２
０
１
８
年
７
月
本
部
例
会

　

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が　

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
２
０
１
８
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「
40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か　

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意　

識
」

◎
２
０
１
８
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
水
と
健
康
」

◎
２
０
１
９
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
？
」

◎
２
０
１
９
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師�

佐
々
木�

茂
美�

氏

　

佐
藤�

禎
花�

氏　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
マ
イ
ク
ロ
Ｐ
Ｋ
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ　

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀�
一
雅�

氏

「
脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に　

つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

　
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
２
０
２
０
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

ア
マ
ナ
（
呉
清
恵
）�

氏

「『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）

に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す

る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

◎
２
０
２
０
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
崎�

正
男�

氏

「
多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超
能

力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波

（
i
P
T�

意
識
）」

◎
２
０
２
０
年
10
月
第
29
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免　

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い　

も
含
め
て
～
」

◎
２
０
２
１
年
10
月
創
立
45
周
年
記
念

　

大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
瞑　

想
」

◎
２
０
２
１
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で
解
明　

す
る
！
」

◎
２
０
２
２
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説
」　
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くだろう。

ところで、「サイ科学」の先駆者ともいえ
る故井村宏次氏（「サイテクノロジー；工作
舎」の著者、生体エネルギー研究所長）は、
社団法人生命科学振興会研究助成論文「言霊
の解明とセラピーへの応用」の共同執筆者で
あり、また世界的ダウザー、故ビル・コック
ス氏を日本に招くなど「サイ科学」の前進に
大きく寄与した。

関西日本サイ科学会で開講した「ビル・コック
ス�メモリアルKPSダウジング講座」（和田高幸
講師）には、のべ200人を超える受講者が参
加したが、現在はオンラインで系統的にダウジ
ング技術を習得できるシステムとなっている。
だれでも、いつでも参加できるといった便利さ
があるので「テレワーク時代にピッタリ」と好評
だ。なお、KPSダウジング講座に一度でも参加
した人であれば、受講料（ＢＡＳＩＣ・ＡＤＶＡＮＣ
ＥＤ通しで140 ,000円＝カメロン・オーラメータ
ー共）が50％引きになるという大きな特典がある
のでお見逃しなく。お問合せは、電話（06-6624 -
0559）またはFAX（06 - 6624 - 5061）で関西日
本サイ科学会事務局（まつむし音楽堂）へ。
この講座の特徴は、感覚器官のトレーニン
グに主眼を置いていることだが、ダウジング
はいわゆる「超能力」（ESP；Extra�Sensory�
Perception）ではない。「ESP」は、五感（五
官の感覚器官）を超えた「第六感」という人
もいるが、ビル・コックス氏はESPについ
て「Extended�Sensory�Perception（五官の拡
張能力）」と表現している。

「五官」には左右の大脳も含まれるが、つま
り「感じる」ことを鍛えれば、ダウジングはだれ
にでも可能なテクニックなのだ。「何を探すか」。
ダウジングにおいては、まずターゲットの絞り
込みとイメージの描き方もたいせつである。

※オンライン�ダウジング講座の概要を添付します。
●ビル・コックス　メモリアル
F&Wダウジングスクール（オンライン）
・BASICコース　２０２１年１１月開講
・ADVANCEDコース　２０２２年3月開講
BASICコース
１）「ダウジング」で何ができるか
２）まず「感じて」みよう
３）ダウジングで使う器具と持ち方
４）�YESとNOのプログラム（左右脳と二元
論）

５）�ターゲティングとイメージング（何を探すか）
ADVANCEDコース
１）�形のエネルギー�＜AURA図を描いてみ
よう＞

２）�形や物質の放射エネルギーをいかに感じ
るか

３）�左右脳の領域を拡張するには＜情報量UP
と異次元の情報入手＞

４）�「当てもの」と「直観」　＜品質評価のテ
クニック＞

５）�マップ（フォト）ダウジングの方法と演習�
＜地震断層、身体疾患など＞

※�詳細は関西日本サイ科学会のホームページ
をご参照願います。

（その１）予め準備をする。
（１）オーブ現象の再現性、------「水スプレー
法」を用いる事により、オーブの出現率を、
約1/50から約1/3に変化させる。-------再現

性の確保（科学として必要）。
（２）呼吸法などを用いて脳波を下げて（7～
8Hz）ASC（変性意識状態）に入り、願いを継
続しながら意識を物質に近づける（脳活動の

「念写」の方法による「意識の物質化」「念写」の方法による「意識の物質化」
栗田  慶祐



わたしが日本サイ科学会（旧PS学会）へ入
会した動機は、生駒山の尾根沿（つた）いを
低速で音もなく飛行する「空飛ぶ円盤」（当時
は「UFO」という言葉がなかったので「円盤」
が一般的な名称であった）と至近距離で遭遇
（1974）したことで並々ならぬ好奇心が芽生
えたからである。
「大阪科学技術センター」の一室で開かれ
るPS学会（大阪）の研究集会に参加したのは
1976年頃だったと思うが、当時事務局は木村
六郎氏の長女、木村のり子さんが仕切ってい
た。2017年頃亡くなられてから新しく事務局を
組織。アンケートにより参加者の属性などを調
べ、新たにホームページを立ち上げた。その後、
スタッフたちが仕事や健康上の理由で去った
ため事務局が分解、会長のわたしが事務を引
き継いだというのがこれまでの経過である。

松下の音響研究所におられた木村氏の長男
でドラム奏者、陽一氏が研究集会の講師を務
める（2018）など木村家とのご縁は続いてい
るとはいうものの関西サイ科学会の財政は苦
しい。会場の変更もさることながら、オンラ
イン配信の実験（2022/3/27）など、専ら経
費をいかに落として収益をあげるか試行錯誤
している最中だ。「学会」としての出版事業
は東京本部マターだが、サイ科学研究の方向
付け、現会員の維持、研究集会や分科会参加
者の増加など課題は少なくない。

当初から研究集会は故木村六郎氏が進行、
炊飯器などの家電、エレキギターや低周波治
療器など多数の発明で知られる故政木和三氏
（阪大工学部工作センター長）が毎回参加さ
れていたことが印象に残っている。
さて、ＵＦＯとの接近遭遇を契機として噴
き出した科学探求心により長年かかわってき
たサイ科学会であるが、研究集会への参加と
いう点ではわたしには数十年という大きなブ
ランクがある。本業（産経新聞社勤務）が忙
しかったということもあるが、つまりは心の
余裕がなかったのかもしれない。会長に就任
（2019）してからは実務面での処理時間を必
要とした。行き届かないが、作業の効率化を
図るため従来はハガキで通知していた研究集
会の案内は電子メールに切り換え、ＨＰ上で
の参加通知を促進した。高齢化する参加者に
は多少（2017）の戸惑いもあろうかと思われ
たが、デジタル化は時の流れであった。
とはいえ、ＵＦＯ関連の拙著読者であるＵ
ＦＯリサーチャーたちと再会したり、また旧
知の研究者に研究集会の講師を依頼すること
もあり、サイ科学会を通じてわたしの脳が少
しずつ整理されていくというメリットも出て
きたのでありがたく存じている。ＵＦＯ、あ
るいはその現象の背後にある存在については
近未来にほぼ解明されるだろうが、「サイ現
象」の探求には人や組織が必要だ。この点に
おいて、世間ではサイ科学会の存在に一目置

「サイ科学（会）との出会い」を振り返って
～　UFOからダウジングへ　～
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